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現代日本の家族社会学研究において，「家族
の多様性」にセンシティブであることは必須の
前提条件だといえる．にもかかわらず，近年で
は，多様性の一因をなす「家族の地域性」を真
正面から問う研究は乏しい．ゆえに著者は，日
本の家族における地域的多様性はどのように形
成され，また，各地域の家族システムは他の社
会システムとどのように連関し合っているのか
を，中央日本内陸部に位置する岐阜県岐阜市を
事例として問おうと試みた．岐阜市は戦後，家
内生産システムを基盤とする縫製加工業を中心
として経済発展を遂げ，1990 年代以降，経済
のグローバル化の流れのなかで産地の衰退を経
験した．女性を重要な労働力とする縫製加工業
の盛衰と，家族における子育てや家計維持はど
のように調整されてきたのか．マクロな産業変
動とミクロな家族戦略を関連づけながら家族変
動の道すじを，妻，母，娘，あるいは「嫁」で
ある育児期女性の立場から探ること――それが
本書の課題である．

本書は序章と終章以外，「第Ⅰ部　理論編」と
「第Ⅱ部　実証編」のⅡ部構成となっている．「第
Ⅰ部」では，調査地である岐阜市の産業化の歴
史と現状，家族変動プロセスの地域的多様性に
関する先行研究レビューと理論枠組み，調査概
要と分析方法が整理されている．「第Ⅱ部」は実
証部分であり，育児期女性の就業と世代間居住
関係，産業時間と世代，産業時間と世代間分業
関係をテーマとする分析結果が示される．以下
に本書の章立てを示し，各章の概要を紹介する．

序章　　家族の地域性をどのようにとらえるか
第Ⅰ部　理論編
第 1 章　　戦後日本における産業化の多系的

展開と岐阜既製服産地の歴史
第 2 章　　家族変動プロセスの地域的多様性

の理論
第 3 章　　家族戦略をとらえる方法
第Ⅱ部　実証編
第 4 章　　 育児期女性の就業と世代間居住関

係
第 5 章　　産業時間と世代
第 6 章　　産業時間と世代間分業関係
終章　　岐阜既製服産地における在来的生産

システムの盛衰と家族戦略

まず序章では，本研究の背景，目的，視点が
提示される．著者は，家族の地域性に関する家
族社会学領域における研究の積み重ねの不十分
さを指摘し，その一例として，男性の所得水準
や 3 世代同居率の違いを統制してもなお残る女
性の就業パターン（M 字型か高原型か）の地
域差に注目する．そして，このような地域差を
解明するためには，各地域が経験してきた工業
化の特徴を明らかにし，風土や歴史に根ざした
伝統家族がそれにどのように対応してきたの
か，そのプロセスにミクロな家族内分業関係か
らアプローチするという社会学的研究の必要性
を提起している（p.3）．

より具体的には，次の 3 つの視点が採用され
る．1 つ目は産業時間という視点である．日本
の産業化は多系的に展開し，その結果として，
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各地域が経験した産業化パターンには多様性が
存在する．すなわち，地域によってさまざまな

「産業時間」が進行していたのである．地域産
業の発展から停滞あるいは縮小に至るまでの産
業時間と関連づけて家族変動をとらえることが
求められる．2つ目は家族戦略論の視点である．
産業時間と家族戦略，これら 2 つの視点を採用
することによって，固有の文化的伝統を持つ家
族を生活の基盤としてきた人びとが，地域の産
業変動に応じて家族内分業関係や世代間居住関
係を変化させていくなかで家族の地域性が形成
されてきたという枠組が構想される．3つ目は，
出生コーホート，及び，親世代・子世代の親族
関係という 2 つの意味での「世代」という視点
である．つまり，高度成長期に急速に進展した
産業化の時代に家族形成した親世代と，産業の
停滞あるいは空洞化の時代に家族形成期を迎え
た子世代それぞれのライフコースの特徴と，同
居する 2 世代の女性のあいだの役割関係に焦点
をあてる（第 2 節）．

第 1 章では，本研究の調査地である岐阜県及
び岐阜市の産業化の特徴が，国勢統計データな
どを用いて詳述される．第 1 節では，都道府県
別データを用い，戦後日本における産業化パ
ターンの地域的多様性が析出される．そこで，
岐阜県の女性就業パターンと世代間居住関係に
は通説では説明しがたい特徴を見出し，社会経
済的に一定のまとまりがある地域に焦点を絞
り，産業変動と家族変動の影響関係を丹念に掘
り起こしていく作業の必要性を提起している

（p.33）．第 2 節では，岐阜既製服産地の歴史と
家族の変容が紹介されている．高度成長期には

「雇用労働者の夫と専業主婦の妻」という性別
分業家族が大衆化したといわれているが，岐阜
市では「雇用労働者の夫と内職の妻」という共
働き夫婦，あるいは夫婦でミシンを踏む「洋間
の父ちゃん・母ちゃん」と呼ばれた自営業家族
が多数形成された（p.44）．地域特性と育児期女
性の就業行動はどのように結びつけられ，そこ
にはどのような家族戦略を見出すことができる
だろうか，という本書の問いが提示されている．

第 2 章では，「産業化と家族変動の理論」「家
族戦略論」「家族の地域性研究」の 3 つの領域
の先行研究がレビューされる．その上で，従来
の家族変動論が，地域に特有な産業化のプロセ
ス，とりわけその発展期と縮小期を射程に含め
たものではないことに鑑み，新たな家族変動論
の枠組みが必要であると論じられる．先述した
本研究の 3 つの視点である，産業時間・世代・
家族戦略の概念を取り込むことが，家族の地域
性を解明する上で重要だと示唆されている．

第 3 章では，3 つのリサーチクエスチョンを
説明した上，調査データの概要と分析方法につ
いて述べている．まず，育児期女性の就業と世
代間居住関係の分析（リサーチクエスチョン 1），
続いて，既製服産地の発展と縮小が 2 世代の女
性のライフコースにおよぼした影響の解明（リ
サーチクエスチョン 2），最後に，世代間分業を
めぐる個人戦略と家族戦略の関係の解明（リ
サーチクエスチョン 3）という 3 つのリサーチ
クエスチョンが提示されている．分析データは，
第 1 子 2 ～ 3 歳児の母親を対象とする質問紙調
査，3 世代同居をして育児に専念する女性を対
象とするインタビュー調査の2種が中心となる．

第 4 ～ 6 章は，本書の中核をなす実証部分で
ある．第 4 章では，地域を特徴づける世代間関
係を析出するために，育児期女性を対象とする
質問紙調査データを用いて，彼女たちの就業と
世代間居住関係の関連を計量的に分析してい
る．就業と育児の連関構造は育児期女性の人的
資本や夫の経済的地位によって異なっており，
それぞれの置かれた構造的条件のもとでさまざ
まな対応が図られている．とりわけ，末子 2 歳
未満では 3 世代同居世帯の共働き率は，核家族
世帯のそれを下回るという逆転現象を示すこと
が明らかとなった．

第 5 章では，3 世代同居という居住形態にも
かかわらず，育児期中断型という就業パターン
をとる女性たちに注目する．彼女たちの世代間
関係が成立する背景と地域の産業変動を関連付
けて理解するために，夫方の親と同居して育児
に専念する 17 名の女性から聴取したライフヒ
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ストリーにもとづき，育児期女性とその母親世
代のライフコースを分析している．インタ
ビュー・データ以外，育児期女性 490 名に対す
る質問紙調査のデータ，各種公的統計，市史や
市の広報紙などの文書資料も適宜用いている．

第 6 章では，同居する 2 世代の女性の役割関
係に注目し，「嫁世代は育児に専念して姑世代
は就業する」という世代間分業関係が家族の戦
略的行動となりうる条件について検討する．そ
の結果，姑世代は家で働く技能職として既製服
産地を支えてきた世代であり，かつ，家内労働
であったために「子育ては母親の手で」という
近代的母親規範を無理なく受容できた世代でも
あることが，重要な意味を持っていることが明
らかになった．

終章では，各章の内容を振り返りながら，マク
ロな産業変動とミクロな家族戦略を結びつけて
岐阜市における家族変動の軌跡を描き出し，新
たな地域類型として提示するとともに，その理論
的含意について考察する．最後に，研究の意義
と今後の課題を示し，本書は締めくくられる．

評者が本書を通読して示唆を得たのは，以下
の 3 点においてである．

1 つ目は，対象地域における家族の地域特性
を，産業時間・家族戦略論・世代という視点を
交差させつつアプローチしようとしている点に
オリジナリティがある．とりわけ，家計の調整
弁として多様な働き方をしてきた女性（妻，母，
娘，「嫁」）の立場から，地域に特有な産業化プ
ロセスと家族変動との関連を考察している点が
示唆的であった．また，「育児」「家計」の世代
間関係の中での調整は，女性の視点ゆえに浮き
彫りにされたといえる．ゆえに，本書は地域産
業の盛衰過程における個人・家族・産業の相互
関連を問う著書として学術的な価値が高い．2
つ目は，日本の産業化の多系性を踏まえた新た
な家族変動論の可能性を提示したことにある．
本書は，産業化と家族変動に関する通説――直
系家族制から夫婦家族制へ /「家族の戦後体制」
の成立――を批判的に検討し，地域の伝統家族

がそれぞれの産業化に適応していくなかで各地
域の「家族の戦後体制」が形成されたという一
例を示すことができた．この意味において，本
書は家族変動論の理論的展開に寄与する学術書
として家族社会学領域に大きな貢献をなした．
3 つ目は，全体的な論の立て方や，マクロから
ミクロ水準まで段階を経て考察を展開する道す
じが整然と整理されている点から学ぶところが
多くあった．特に，実証部分の第 4 ～ 6 章では，
まず，育児期女性の就業と世代間居住関係の関
連を計量的に分析し，岐阜市を特徴づける世代
間関係を析出し，続いて，育児期中断型という
就業パターンをとる女性たちの世代間関係が成
立する背景と地域の産業変動との関連を明らか
にし，最後に，世代間分業関係が家族の戦略的
行動となりうる条件を検討している．全体的な
ロジックが非常に厳密に構成されている点にお
いて読み応えのある著書である．

他に，岐阜市の地域特性を際立たせるために，
国勢統計の都道府県別データを用いて，詳細に
比較分析している点や，産地の歴史に関する文
書資料や統計データのみならず，有識者や，母
親世代と娘（嫁）へのインタビュー・データと
いった豊富な資料を用いて，精緻な分析をして
いる点からも，本書は非常に説得力のある作品
だといえる．

以上から，本書は産業化と家族変動に関する
通説を問い直し，家族変動の地域性に関する研
究に新たな展開をもたらす契機となるオリジナ
リティ豊かな作品として，ぜひ多くの家族研究
者におすすめしたい一冊である．

また本書は，著者が 2015 年 9 月お茶の水女子
大学から博士学位を授与された論文『地方都市
における在来産業の盛衰と家族戦略――岐阜既
製服産地の事例分析』に加筆修正を加え刊行さ
れたものである．今後あとに続こうとする人たち
にとって重要な道しるべとなる作品だといえる．




